




























1853年から1865年の時期は，まさに「自由貿易の完成」（thecompletion of free trade）と呼
1) D. G. Barnes, A History of the English Co門 iLaws from 1660-1846, 1930, reprinted 1965, 
chap. 12.北野大吉『英国自由貿易運動史』（日本評論社， 1943年〕，第四章。
2) J. S. Nicholson, The Histoγy of the English Corn Laws, London, 1904, p. 135 138. 






ディアン（Augustus Mongredieめの『イギリス自由貿易運動史』 （History of the Free-
























4) Ibid., chap. 5.また吉岡昭彦『近代イギリス経済史』（岩波書店， 1981牛〕第4章。
5〕C.F. Bastable, The Commeγce of Nations, London, 1892, p. 65. 
6〕AugustusMongredien, History of the F何 e-T：γadeMovement in England, London, 1881, pp. 
172 175. 
7)以下の叙述については， cf.J. E. Re巴s,op. cit., p. 169ff. 



























10) Joseph Chamberlain, Imperial Union and Tariff Reform : Speeches delivered from May 1s; 








膨張は，単にこの政策を促進し，それに政治的機会を与えているにすぎない。」 CJ.A. Hobson, Imp-

































う政策（thatpolicy of dear bread〕への復帰であった。そして世論は， L、ま一度それへの反
文オに立ち上がった13）。」
12) J. Chamberlain, op. cit., p. 19 4. 































15〕Reprintedin T. L. Gilmour ed., All Sides of the Fiscal Controversy, London, 1903, p. 308. 
16〕JulianAmery, Joseph Chamberlain and the Tariff Reform Campaign: The Life of Joseph 
Chamberlain, vol. 5, 1969, p. 269. 




























ローズベリ伯（TheEarl of Rosebery. 自由党。 LiberalLeagueの総裁〉 帝国を結ぶ鮮
は，特恵闘税ではなくて植民地tこ供与する信用だ。特恵関税といっても，食糧だけで、は，例え
17）パルフォアからチェムパレン宛の書簡 (1903年9月16日付〉。 R巴printedin Gilmour ed., op. cit .• 
p. 309; A. J. Balfour, Ecoη口micNotes o刀 InsularFree Trade, third impression, London,. 
1903, pp. 23, 29-31. 
18) Gilmour ed., op. cit., pp. 22-23. 
19）昂id.,pp. 75, 78← 79, 86. 






サ－ . H.カムベル：パナマン（SirH. Campbell-Bannerman.自由党党首〉 「幸いなこと
にチェムパレンの政策l土，食糧関税問題で頓挫する。国民は決して食糧関税を認めないであろ
う。J(1903年10月15日の演説22う





















しい生活を体験した人々の話をあつめた書物『飢餓の40年代』 （The Hungry Forties ; Life 
・:under the Bread Tax, London, 1904）が出版されたのである。
21) Ibid., p. 106, 114 16, 296 297. 
22) Ibid., p. 127. 
23) Ibid., p. 145, 147, 150. 
24) Ibid., p. 238. 































25〕Mrs.Cobden Unwin, The Hungry Forties, 1904, p. 273. 




















28〕J.M. Robertson, Free Trade, London, 1919, pp. 65, 68. 
29）ここで， 1903年に公刊されたW.H.マロック（W.H. Malloch）の「大きいパンと小さいパンの神

















テリー（thecheap loaf hysteria of 1846）がおちいったみじめな結末Jを表わすものなのであった






































































32) Ibid., pp. 73 74, 79, 83-84. 
132 立教経済学研究第43巻第3号 1990年
ルズ・ブース（CharlesBooth）によるロンドンにおける貧困の調査 （TheLije and Labour 



























grade and cheap town labour）の生産物」の輸出が増加している事実に危機感を表明してし叩。す
なわち，ブースらの発見した貧民はまさにこうした低級で安価な都市労働者なのであって，彼らが新




35) 1903年10刃21日のテェムバレンの演説。 Chamberlain,op. cit., pp. 109 110. 




























sus Fiction : The Cobden Club’s Reply to Mr. Chamberlain, London, 1904）であった。コプ
デン・クラブは， リチヤード・コブデンの死（1865年〉の翌年，コブデンの遺志を引継いで自
由貿易思想・政策の普及のために， T.B.ポッター（ThomasBayley Potter）を会長として結
成された。当初の委員には， J.ケアード (JamesCaird), J.ブライト (JohnBright), J.:s. 
ミノレ (J.S. Mill), H.フォーセット（HenryFawcett）等の名もあった。さらに当初の会員に
37〕1904年1月19日のチェムパレンの演説。 J.Amery, op. cit., vol. 6, p. 535 536. 
134 立教経済学研究第43巻第3号 1990年
4土，ソロルド・ロジャース（ThoroldRogers），クリフ・レズリ（CliffeLeslie），へンリー・




Augustus Mongredien, Free Trade and British Commerce, 1879. 
Do, History of the Free Trade Movement in England, 1881. 
T. H. Farrer, Free Trade versus Fair Trade, 1881. 
I. S. Leadam, What Protection does for the Farmer and Labourer, 1881. 
さて， 1846年以前のイギリスの状態、を全体としてむしろ繁栄ととらえるチェムパレンの「新





















38) A History of the Cobden Cli必， writtenby Members of the Club, London, 1939, chaps. 1 
-3. 






























1873年 255 I 255 
1883年 240 I 295 
1893年 218 I 329 




40）以上， Factversus Fiction, 1904, pp. 6 -10, 33← 34. 





























42〕Ibid.,p. 32, 42← 43.以上みた，第E期についてのコブデン・クラブの理解が，現在，大不況の存
在を否定する議論のなかのいくつかの論点をすでに提出していることに留意してよい。とりあえず，
S. B. Saul, The Myth of the Great Depression 1873 1896, 2nd ed., 1985をみよ。
43）先にも紹介した J.M.ロパートソンによると，保護の下での工業支配権などというのは「伝説」
(the legend）にすぎなかった CJ.M. Robertson, Trade and Tari万s,London, 1908, p. 130）。
44〕Fact世ersusFiction, p. 62.傍点は引用者。

































47) 1903年11月6日のゴッシェン（ViscountGoschen.統一党自由貿易論者〉の演説。 Gilmour,op. 










the Relation between Law and Public Opinion in England during the Nineteenth Century, 










ィリアム・カニンガム（WilliamCunningham), H. S.フォックスウェル（H.S. Foxwell), 
w. A. s.ヒュインズ（W.A. S. Hewins），ジェイムズ・メイヴァー CJames Mavor), L. 
L.プライス（L.L. Price）とL、った経済史家や経済学における歴史的方法の提唱者たちは，





49) A. W. Coats, Political Economy and the Tariff Reform Campaign of 1903, Jouァnalof Law 
and Economics, vol. XI, 1968. 
50〕A.W.コウツ「自由貿易への挑戦一一フェア・トレー rと関税改革， 1880 1914年一一」 （杉山忠
平編『白由貿易と保護主義J法政大学出版局， 1985年所収，西沢保・杉山忠平訳） 220-221ページ。
イギリス労働党ほ1906年に結成されるが，同年の総選挙でも，また1911年のそれでも関税改羊提案に
反対した。 K.D. Brown, The Trade Union Tariff Reform Association, 1904-1913, Journal of 
Bγitish Studies, vol. IX, 1970をみよ。






は F.Y.エッジワース（F.Y. Edgeworth）によって起草され， C.F.パスタブル（C.F. 
Basta bl巴）， A. L.ボウレイ〔A.L. Bowley），エドウィン・キャナン（EdwinCannan），レ
オナード・コートニー（LeonardCourtney), E. C. K.ゴンナー（E.C. K. Gonner），アJレ
フレッド・マーシャル（AlfredMarshall), J. S.ニコルソン (JosephShield Nicholson), 
L. R.フェルプス〔L.R. Phelps), A. C.ピグウ（A.C. Pigou), C. P.サンジャー（C.P. 










論ょを編集しそれを1904年に出版したこと （AnInquiry into the Nature and Causes of the 
W白lthof Nations by Adam Smith. Edited, with an Introduction, Notes，・・田・byEdwin 
Cannan, London, 1904），ゴンナーがリカードウ『経済学および課税の原理』の編者であった
こと （Principlesof Political Economy and Taxation by David Ricardo. Edited, with In-
troductory Essay, Notes and Appendices, by E. C. K. Gonner, London, 1891)，またニコ
ルソンが1884年にスミス『国富論』を編集したこと （AnInquiry into the Nature and Cau・
ses of the Wealth of Nations by Adam Smith. With an Introductory Essay and Notes 
by Joseph Shield Nicholson, London, 1884), さらにニコルソンは1904年lこはロイド訳のフ
リードリッヒ・リスト『経済学の国民的体系』の新版に序文を付けていることくTheNational 
System of Political Economy by Friedrich List, translated by Sampson S. Lloyd, New 
宜ditionwith an Introduction by J. Shield Nicholson, London, 1904λ そしてチェムパレン
を支持したアシュレイが J.s.ミル『経済学原理』を後に編集すること （Principlesof Poli-
52〕A.W. Coats, op. cit., p. 224；西沢保，前掲論文。最近の著作としては， GerardM. Koot, En-
glish Histoγical Economics, 1870 1926 : The Rise of Economic Histoγy and Neomercantilism, 
1987を参照。
140 立教経済学研究第43巻第3号 1990年
tical Economy with Some of theiγA金量•lications to Social Philosophy句 johnSt悦 rtMill. 
Edited with an Introduction by W. J. Ashley, London, 1909）などからも予想されるよう




さらに第二に，カニンガムが『近代イギリス商工業の成長』 （TheGrowth of English Ind-
ustry and Commerce in Modern Times）の第3版の第1部（MercantileSystem）と第2部
(Laissez F旦ire）とを1903年に出版し，重商主義政策の意義を高く評価するとともに， 1815年
穀物：去の弊害を強調したこと，またアシュレイが後に『イギリスの経済組織~ (The Eco惚omic
Organisation of England : An Outline History, London, 1914〕を書いて， 18世紀後半から
19世紀前半における大土地所有の拡大と農業改良の前進とを指摘したこと，また反チェムパレ
ン宣言！こ名を連ねたなかでは，ニコノレソンが1904年には『イギリス穀物法の歴史J(The His-
tory of the English Corn Laws, London, 1904）を， 1905年には『良業に対する課税の影響」
(Rates and Taxes as （｛庁ectingAgriculture, London, 1905）を， 1906年には『農業にお
ける地代・賃金・利潤の関係』 （TheRelations of Rents, Wages and Profits in Agricu-
lture, and their Bearing on Rural Depopulation, London, 1906）をそれぞれ出版し，穀物
法下でのイギリス農業の状態について極めて見事なスケッチを与えたこと，さらにウィリアム
・スマートの『19世紀経済年誌』 （EconomicAnnals of the Nineteenth Century, vol. I (1801 
-1820), 1910, vol. I (1821-1830), 1917）が後に出版されることーーまたマーシャ Jレの





に多く見られる。例えば，アシュレイは1903年の『関税問題』 （TheTariff Problem, London, 
1903〕の第2章「自由輸入政策。その元来の提唱者の議論」で，自らが1897年に発表した「ト
53）なお1903年にはs スミス『国富論』の第4編と第5編第2・3章と ξ抜粋した書物もめらわれてい
る 0~ Adam Smith on Free Tγade & Protection being a Reprint of Book IV & Chapters I & III 
of Book V of“The Wealth of Nations" with an Introduction, Index, and Statistical Append-




・クラブと同様の19世紀理解を示し，そしてチェムパレン提案を批判している（pp.3, 17, 29← 30）。
穀物法廃止後の穀物法論争 141 
ーリ一党起源の自由貿易政策」（TheTory Origin of Free Trade Policy, Quarterly Jou-
rnal of Economics, vol. XI, 1897）に基づいて名誉革命以前の自由貿易論から筆をおこし
て，コブデンのそれまでを跡づけているし，カニンガムは1904年に『自由貿易運劃の興隆と衰









ター学派の基本的教義JくFreeTrade and other Fundamental Doctorines of the Manchester 
School, set forth in Selections from the Speeches and Writings of its Founders and 






ト＝ヒギンズの『自由貿易運動の興隆と衰退』（FrederickPlatt-Higgins, The Rise aηd Decline of 









例えば，ヘルマン・レヴ f 『高い穀物諸税時代のイギリス農業者の苦況』（HermannLevy, Die Not 




ことはなしU と予想している（SS.104, 109, 125-126）。またルヨ・プレンタ｝ノ『農業者の苦況に






























































57) J. S. Nicholson, The History of the English Corn Laws, 1904, pp. 47, 73, 75, 94, 181; Do, 




いれた」 (J.E. Thorold Rogers, The Economic Interpretatioη of Histoγy, London, 1888, pp. 181 
-182）。
58) Nicholson, The History of the English Co門 ZLaws, pp. 141, 171-176, 181-182, 186. 
59) Cunningham, op. cit., pp. 56 59; Do, The Growth of English Iηdustγy and Commerce in 
Modern Times, pt. I, 3rd ed., 1903, pp. 840-843. 
'60〕1843年10月19日の演説。 Speecheson Questions of Public Policy by Richard Cobden, edited 



























61) W. Ashley, The Tariff Problem, 1903, pp. 37 50. 
62〕Nicholson,op. cit., p. 46.服部正治「穀物法批判の前提」（早坂忠編『古典派経済学研究（1）』雄松
堂tlifc.巳 1984年，所収） ］［節。
（本摘は，平成元年度文部省科学研究費総合研究Alこもとづく研究成呆の一部である。また本穏で利
用した文献を読むにあたって，出雲雅志，大森郁夫，奥田敬，熊谷次郎，佐藤有史，高草木光一， JN
沢保氏の御配慮をえた。記して感謝します。〉
